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1973年、北海道生まれ。栗山町在住。
2014年、普及指導員を退職し、実家
の農業を営む。経営は和牛繁殖、施
設園芸が主体。普及指導員時代は、
主に水稲と農業経営を担当し、農業
経営の支援に尽力した。農業法人の
設立、経営試算ソフト「Hokkaido_Navi
システム」の開発、乾田直播の推進、
水田輪作体系の確立などに携わる。

齊藤義崇

第
二
十
三
章

皆
さ
ん
は
我
が
国
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
生

産
実
績
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
他
愛
も
な

い
雑
談
か
ら
興
味
が
湧
い
た
の
で
、
一
般

社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
眺
め
て
み
た
。

昨
年
の
ト
ラ
ク
タ
ー
の
国
内
生
産
実
績

は
15
万
台
を
少
し
だ
け
上
回
る
。
そ
の
う

ち
国
内
向
け
の
生
産
は
約
４
万
５
０
０
０

台
と
３
割
を
占
め
る
だ
け
で
、
残
り
の
約

10
万
台
は
輸
出
向
け
の
生
産
で
あ
る
。
統

計
デ
ー
タ
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
る
と
、

中
古
ト
ラ
ク
タ
ー
の
輸
出
も
６
万
台
を
超

え
て
い
る
。
そ
の
輸
出
先
の
第
一
位
は
近

年
、
ベ
ト
ナ
ム
が
群
を
抜
い
て
ダ
ン
ト
ツ

だ
。
中
古
は
約
２
・
７
万
台
に
の
ぼ
り
、

新
車
も
合
わ
せ
る
と
、
約
16
万
台
が
輸
出

さ
れ
て
い
る
。

北
海
道
で
よ
く
耳
に
す
る
「
ト
ラ
ク

タ
ー
は
ロ
シ
ア
に
行
く
」
と
い
う
説
も
、

ロ
シ
ア
へ
の
輸
出
台
数
は
２
０
０
０
台
強

と
第
三
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て
い
て
、
決

し
て
嘘
で
は
な
か
っ
た
（
笑
）。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
国
産
ト
ラ
ク
タ
ー
の
海
外
市

場
が
こ
こ
ま
で
大
き
く
な
っ
て
い
る
こ
と

に
は
、
正
直
驚
い
た
。
日
本
の
農
機
メ
ー

カ
ー
が
外
貨
を
獲
得
し
て
活
躍
す
る
の
は

結
構
だ
が
、
海
外
で
儲
か
る
か
ら
と
い
っ

て
国
内
の
ユ
ー
ザ
ー
向
け
の
製
品
の
質
や

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
て
は
困
る
。
国
内
の

農
機
価
格
を
安
く
し
て
ほ
し
い
と
切
に
願

う
と
い
う
の
が
農
家
の
本
音
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
一
方
の
輸
入
動
向
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
昨
年
の
ト
ラ
ク

タ
ー
の
輸
入
台
数
は
、
Ｅ
Ｕ
を
中
心
と
し

て
約
１
５
０
０
台
に
及
ぶ
。
今
年
は
８
月

ま
で
で
、す
で
に
１
５
０
０
台
を
超
え
た
。

２
０
０
馬
力
を
超
え
る
海
外
製
の
大
型
ト

ラ
ク
タ
ー
を
導
入
す
る
酪
農
家
、
畑
作
農

家
も
こ
の
中
に
含
ま
れ
る
。　

最
近
は
国
内
の
農
機
メ
ー
カ
ー
も
輸
入

農
機
を
扱
う
販
売
店
も
在
庫
を
置
か
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、
１
年
間
で
出
荷

さ
れ
た
ト
ラ
ク
タ
ー
は
国
内
生
産
と
合
わ

せ
る
と
約
４
・
７
万
台
と
考
え
て
よ
い
だ

ろ
う
。
農
業
経
営
体
は
約
１
３
０
万
戸
、

耕
地
面
積
は
約
４
５
０
万
ha
だ
か
ら
、
日

本
で
は
28
経
営
体
に
１
台
、
あ
る
い
は

96�

ha
に
１
台
の
ペ
ー
ス
で
、
毎
年
ト
ラ
ク

タ
ー
が
新
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

30�

ha
の
経
営
で
は
３
～
４
年
の
ペ
ー
ス
で

１
台
購
入
し
、
毎
年
30
人
に
１
人
は
ト
ラ

ク
タ
ー
の
新
車
を
手
に
し
て
い
る
計
算
に

な
る
。
新
車
の
減
価
償
却
は
法
定
耐
用
年

数
の
７
年
だ
か
ら
、
な
ん
と
景
気
の
よ
い

話
だ
ろ
う
か
。

乏
し
い
分
析
で
、
世
界
の
ト
ラ
ク
タ
ー

事
情
に
も
精
通
し
て
い
な
い
が
、
単
に
補

助
金
需
要
で
あ
れ
ば
考
え
さ
せ
ら
れ
る
数

字
で
あ
る
。
経
営
で
は
収
支
が
整
い
帳
尻

が
合
え
ば
、
買
い
物
が
で
き
る
。
キ
チ
ン

と
経
営
が
発
展
し
て
い
く
た
め
の
投
資
と

し
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
新
調
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
れ
ば
申
し
分
な
い
。
経
営
者
自
身

が
必
要
と
し
た
投
資
な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ

れ
ぞ
れ
の
判
断
で
あ
ろ
う
。

最
近
の
ト
ラ
ク
タ
ー
は
、
と
く
に
装
備

品
が
優
れ
て
お
り
、
精
密
農
業
が
技
術
向

上
の
カ
ギ
を
握
っ
て
い
る
。
本
来
で
あ
れ

ば
ト
ラ
ク
タ
ー
は
単
に
引
く
道
具
で
、
何

で
も
よ
く
、
作
業
機
の
ほ
う
が
重
要
で
あ

投
資
の
心
構
え
④
　
減
価
償
却
と
負
債
償
還
計
画
の
バ
ラ
ン
スる

。
所
要
馬
力
を
備
え
、
電
気
が
と
れ
て

油
圧
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
作
業
に
も
挑
戦

で
き
る
。
作
業
機
に
そ
ん
な
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
求
め
た
い
。

（
ト
）
得
を
し
た
、（
ラ
）
楽
に
な
っ
た

体
は
ね
。（
ク
）
苦
労
す
る
の
は
、（
タ
）

多
額
の
支
払
い
よ

お
後
が
よ
ろ
し
い
と
自
賛
し
て
、
投
資

の
話
題
に
入
る
と
し
よ
う
。

投
資
の
項
も
４
回
目
に
な
る
が
、
先
月

に
引
き
続
き
、
減
価
償
却
に
焦
点
を
当
て

た
い
。
機
械
や
建
物
を
購
入
す
る
と
、
帳

簿
上
は
減
価
償
却
で
処
理
さ
れ
る
た
め
、

支
払
い
や
負
債
の
発
生
・
償
還
に
伴
う

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
の
変
化
と
は
時
間

的
な
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
る
。
資
金
調
達
を

負
債
で
行
な
っ
た
場
合
に
は
、
償
還
計
画

と
新
た
な
投
資
の
見
極
め
が
経
営
の
維

持
、
発
展
に
は
欠
か
せ
な
い
。

ま
ず
、
財
務
諸
表
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
を
並
べ
て
比
べ
て
み
よ
う
。
図
１
は

桃
太
郎
が
新
規
就
農
し
た
際
の
開
業
仕
分

ト
ラ
ク
タ
ー
の
生
産
・
販
売
動
向

減
価
償
却
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
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け
か
ら
就
農
４
年
目
ま
で
の
経
緯
を
、
財

務
２
表
は
お
決
ま
り
の
６
つ
の
数
字
で
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
は
お
気
に
入
り
の

水
槽
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

減
価
償
却
費
の
動
き
に
着
目
し
て
お
金

の
流
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
開
業

時
に
は
、
借
入
金
１
６
０
万
円
と
元
手
40

万
円
を
合
わ
せ
る
と
２
０
０
万
円
と
な

り
、
資
産
は
現
金
２
０
０
万
円
と
い
う
資

産
構
成
と
な
る
。
す
ぐ
さ
ま
目
星
を
つ
け

た
中
古
農
機
を
１
６
０
万
円
で
買
い
、
資

産
構
成
は
40
万
円
の
現
金
と
減
価
償
却
資

産
１
６
０
万
円
に
な
る
。
借
入
金
が
そ
の

ま
ま
資
産
に
変
わ
っ
て
い
る
。
１
年
が
過

ぎ
、
経
営
成
果
は
収
益
１
０
０
万
円
、
か

か
っ
た
費
用
は
40
万
円
。
減
価
償
却
費
も

40
万
円
で
、
負
債
の
返
済
金
が
40
万
円
。

１
６
０
万
円
の
農
機
へ
の
投
資
は
、
４
年

か
け
て
回
収
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
動
き
は
水
槽
を
見
た
ほ
う
が
わ
か

り
や
す
い
。
調
達
し
た
資
金
が
貯
ま
り
、

支
払
っ
た
費
用
が
流
れ
出
し
、
回
収
が
進

ん
だ
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
は
負
債
で
投
資
す
る
こ
と
を

前
提
に
し
て
き
た
が
、
自
己
資
金
で
行
な

う
投
資
に
は
、
ど
の
よ
う
な
注
意
点
が
あ

る
だ
ろ
う
か
。
桃
太
郎
が
２
０
０
万
円
の

元
手
を
持
ち
、
借
入
を
起
こ
さ
な
い
で
経

営
を
始
め
た
と
す
る
と
、
減
価
償
却
費
と

利
益
の
60
万
円
が
４
年
間
蓄
積
で
き
る
こ

と
に
な
る
。

利
益
が
借
入
と
同
様
に
順
調
に
得
ら
れ

れ
ば
、
２
０
０
万
円
を
運
用
す
る
と
４
年

間
で
80
万
円
増
え
、
そ
の
と
き
の
貸
借
対

照
表
の
現
金
（
資
本
）
は
２
８
０
万
円
、

運
用
益
は
年
10
％
と
上
々
だ
。
桃
太
郎
の

場
合
は
、
無
利
子
、
無
税
を
前
提
に
し
て

い
た
た
め
、
自
己
資
金
と
同
じ
運
用
で
回

収
で
き
た
が
、
次
の
元
手
と
な
る
資
本
量

は
負
債
を
利
用
し
た
場
合
１
２
０
万
円

だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
自
己
資
本
に
よ
る
投

資
だ
と
２
倍
以
上
の
２
８
０
万
円
に
な

る
。実

際
の
経
営
で
は
信
用
力
、
担
保
力
が

備
わ
っ
て
こ
そ
、お
金
が
借
ら
れ
る
た
め
、

元
手
を
多
く
持
っ
て
い
る
人
に
は
、
借
金

も
よ
り
多
く
で
き
る
と
い
う
わ
け
だ
。

と
こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
減
価
償
却
台
帳

の
存
在
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
減
価
償
却

資
産
に
つ
い
て
、
取
得
額
や
残
存
価
格
、

耐
用
年
数
、
償
却
額
な
ど
の
項
目
を
並
べ

て
作
物
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
減

価
償
却
資
産
台
帳
を
簿
記
ソ
フ
ト
の
様
式

の
ま
ま
、
税
務
対
策
の
整
理
票
と
決
め
つ

け
て
い
る
と
、
あ
ま
り
眺
め
る
こ
と
を
し

な
い
。
各
々
が
工
夫
し
て
、
作
物
別
に
分

け
る
な
ど
整
理
す
る
こ
と
で
、
投
資
計
画

に
役
立
つ
情
報
に
な
る
。
減
価
償
却
資
産

台
帳
の
記
録
は
今
後
の
投
資
に
多
く
の
ヒ

ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
と
心
得
て
お
き
た

い
。 減

価
償
却
台
帳
と
償
還
計
画

か
ら
投
資
を
考
え
る

損
益
計
算
書

貸
借
対
照
表

中古のトラクタ とー 作業機一式を
１６０万円で購入

＜創業時＞ ＜１年目（期末）＞

収益
１００

費用
４０

利益 ２０

＜２年目（期末）＞ ＜３年目（期末）＞ ＜４年目（期末）＞
単位：万円

負債
１６０

現金 ４０

資本 ４０

減価償却
資産
１６０

負債
１２０

現金 ６０

資本 ６０

減価償却
資産
１２０

負債 ８０現金 ８０

資本 ８０
減価償却資産

８０

負債 ４０
現金

資本
減価償却資産
４０

資本現金

収益
１００

費用
４０

利益 ２０

収益
１００

費用
４０

利益 ２０

収益
１００

費用
４０

利益 ２０

現金 40

負債 160

費用 40
＋減価償却費  40 ＋減価償却費  40 ＋減価償却費  40 ＋減価償却費  40

現金 60

負債 120

収益
20

費用 40

現金 80

負債 80

収益
20

費用 40

現金 100

負債 40

収益
20

費用 40

現金 120

負債 なし

収益
20

開業前に用意した元手
現金40万円

減価償却費 減価償却費 減価償却費 減価償却費

120
100

100 120

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

（負債で調達し、償還期間は４年）

図1：減価償却時の財務２表とキャッシュ・フローの変化
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算
し
て
み
よ
う
。

こ
の
農
場
で
は
、
現
在
の
負
債
残
高
が

４
３
０
０
万
円
と
大
き
く
、
売
上
高
負
債

率
は
目
安
の
１
０
０
％
を
超
え
て
い
る
。

来
年
以
降
の
推
移
を
眺
め
る
と
、
返
済
額

は
峠
を
越
え
て
３
年
後
に
は
負
債
残
高
が

半
分
に
減
る
よ
う
だ
。
負
債
残
高
が
１
９

０
０
万
円
と
な
る
４
年
後
に
投
資
チ
ャ
ン

ス
が
来
る
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

折
り
し
も
前
年
ま
で
に
近
代
化
資
金
の
返

済
も
終
わ
り（
図
２
・
負
債
の
償
還
台
帳
）、

単
年
度
の
負
債
残
高
も
下
が
る
。
返
済
原

資
が
増
え
る
こ
と
も
、
投
資
を
後
押
し
で

き
る
良
い
材
料
で
あ
ろ
う
。

最
後
の
3
つ
目
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
実
際

に
投
資
の
た
め
に
負
債
の
限
度
額
を
知
っ

て
お
く
こ
と
で
あ
る
。
投
資
限
界
額
は
以

前
に
も
紹
介
し
た
が
、
年
金
現
価
係
数
を

用
い
て
求
め
る
。
年
金
現
価
係
数
は
、
金

融
機
関
な
ど
で
、
投
資
分
析
の
計
算
に
用

い
ら
れ
る
係
数
で
、
平
均
利
子
率
と
機
械

･

施
設
の
耐
用
年
数
か
ら
一
覧
表
で
導
く

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
係
数
に
見
込
め
る

キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー
を
掛
け
る
こ
と
で
、

投
資
限
界
額
を
導
き
出
せ
る
。

こ
の
事
例
で
は
平
均
的
な
減
価
償
却
費

は
３
５
０
万
円
、
平
均
耐
用
年
数
は
約
９

年
で
あ
る
。
播
種
機
だ
け
で
は
、
麦
の
生

産
は
で
き
な
い
よ
う
に
、
と
く
に
土
地
利

用
型
の
経
営
で
は
生
産
技
術
を
体
系
で
捉

え
た
と
き
、
一
つ
の
機
械
だ
け
で
生
産
で

き
る
作
物
は
な
い
と
い
っ
て
い
い
。
過
去

で
は
、
具
体
的
な
減
価
償
却
費
に
着
目

し
た
投
資
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
に
話
を
進
め

て
い
こ
う
。
こ
れ
ま
で
に
も
取
り
上
げ
て

き
た
30�

ha
規
模
の
農
場
を
事
例
に
、
減
価

償
却
台
帳
の
ほ
か
、
貸
借
対
照
表
と
損
益

計
算
書
、
負
債
の
償
還
台
帳
を
用
意
し
た

（
図
２
）。
な
お
、
こ
こ
で
は
負
債
で
投
資

が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
す
る
。

投
資
分
析
の
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
あ
る
。

ま
ず
ポ
イ
ン
ト
１
に
、
単
年
度
の
収
支
状

態
と
投
資
の
可
否
を
挙
げ
る
。
単
年
度
の

収
支
に
四
苦
八
苦
し
て
い
る
よ
う
で
は
、

前
向
き
な
投
資
は
で
き
な
い
。
仮
に
そ
の

状
態
で
金
融
機
関
の
審
査
が
Ｏ
Ｋ
を
出
し

た
と
し
た
ら
、
お
金
の
貸
し
手
の
判
断
が

甘
い
だ
け
で
あ
る
。
後
悔
し
な
い
た
め
に

も
当
期
純
利
益
と
減
価
償
却
費
を
足
し
た

額
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ･

フ
ロ
ー
と
し
て
、
当

年
の
負
債
の
返
済
額
と
比
べ
て
み
よ
う
。

も
し
返
済
額
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

を
上
回
る
場
合
は
資
金
不
足
だ
。
同
額
か

返
済
額
の
ほ
う
が
下
回
る
場
合
に
原
資
を

確
保
で
き
る
。
単
年
度
で
も
資
金
収
支
が

整
わ
な
い
場
合
は
、
新
た
な
投
資
よ
り
も

利
益
確
保
を
優
先
す
べ
き
で
あ
る
。
資
金

投
資
は
伸
る
か
反
る
か
で
は
行
な
わ
な
い

の
が
大
原
則
と
肝
に
銘
じ
て
お
こ
う
。

ポ
イ
ン
ト
の
２
つ
目
は
、
次
の
投
資
の

頃
合
い
を
見
極
め
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
ず

負
債
償
還
台
帳
か
ら
、
負
債
残
高
を
整
理

し
、
売
上
高
が
現
在
と
同
じ
く
推
移
す
る

と
仮
定
し
、
売
上
高
負
債
率
の
変
化
を
計

図2：財務２表と減価償却台帳と負債償還台帳の事例（30ha 経営）

項目 取得価額
千円

償却可能額
千円

減価償却費
千円

平均耐用年数
年

建物・施設
機械・器具

3,000
9,630

2,000
1,300

100
250

12.5
5.8

合計 12,630 3,300 350 9.2

費用　255,500

収益　35,000

減価償却費　3,500

利益　6,000

現金　3,000
負債　43,000

資産　87,000
資本　47,000

資金名 借入額
千円

年償還元金
千円

償還残高
千円

償還年数
年

構成比
％

利子
％

平均利子率
％

農地取得資金
近代化資金

スーパーＬ資金

30,000
9,000
20,000

3,000
1,000
2,000

21,000
4,000
18,000

10
9
10

51
15
34

1.9
2.3
2.8

0.94
0.36
0.95

合計 59,000 6,000 43,000 ― 100 2.25

資金名 今年 1年後 2年後 3年後 4年後
農地取得資金
近代化資金

スーパーＬ資金

3,000
1,000
2,000

3,000
1,000
2,000

3,000
1,000
2,000

3,000
1,000
2,000

3,000
0

2,000
合計 6,000 6,000 6,000 6,000 5,000
償還残高 43,000 37,000 31,000 25,000 19,000

※利子には保証料を含む

■負債の償還台帳（抜粋）

■減価償却台帳（抜粋）

■損益計算書 ■貸借対照表

単位：千円

単位：千円単位：千円
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に
購
入
し
て
き
た
減
価
償
却
資
産
を
総
合

的
に
捉
え
、
一
連
の
作
業
機
の
必
要
金
額

と
耐
用
年
数
を
平
均
で
つ
か
む
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。
当
期
純
利
益
は
６
０
０
万
円

な
の
で
、
当
面
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ロ
ー

は
年
間
９
５
０
万
円
と
見
込
め
る
。

平
均
耐
用
年
数
が
９
年
で
、
平
均
利
子

率
が
２
・
25
％
と
す
る
と
、
係
数
は
８
・

０
６
５
７
１
と
な
る
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ

ロ
ー
は
９
５
０
万
円
な
の
で
、
投
資
限
度

額
は
７
６
６
０
万
円
と
な
る
。
既
存
の
負

債
残
高
が
４
３
０
０
万
円
あ
る
の
で
、
負

債
に
よ
る
追
加
投
資
は
、
概
ね
３
３
０
０

万
円
が
限
界
の
目
安
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
分
析
は
あ
く
ま
で
も
目
安
で
あ

る
。
自
己
資
本
比
率
も
60
％
に
満
た
な
い

事
例
農
場
で
は
、
い
ま
は
投
資
の
と
き
で

は
な
い
。
利
子
率
と
耐
用
年
数
か
ら
の
投

資
限
界
の
算
出
額
は
、
経
営
が
不
調
で
も

最
悪
倒
産
は
し
な
い
限
界
の
額
と
し
て
、

計
算
し
て
お
く
も
の
で
あ
る
。
鵜
呑
み
に

し
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
よ
う
。

こ
こ
で
は
売
上
高
が
こ
の
ま
ま
３
５
０

０
万
円
を
維
持
で
き
た
な
ら
、
４
年
後
の

負
債
残
高
と
の
差
は
１
６
０
０
万
円
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
４
年
後
に
１
６
０
０
万
円

の
投
資
が
可
能
に
な
る
と
い
う
わ
け
だ
。

負
債
で
投
資
を
行
な
う
と
き
に
は
、
投
資

の
可
否
、
頃
合
い
、
限
度
額
の
３
つ
の
ポ

イ
ン
ト
を
押
さ
え
、
熟
考
し
て
か
ら
実
行

に
移
し
て
も
遅
く
な
い
。
妥
当
か
つ
冷
静

な
判
断
を
心
が
け
よ
う
。

【ポイント１】現状の負債の原資は確保できているのか？

当期純利益 ＋ ＞ 返済原資が十分ある減価償却費

当期純利益 ＋ ＝ 返済原資をギリギリ確保できる減価償却費

当期純利益 ＋ ＜ 返済資金が不足している減価償却費

●図2の事例で計算してみると………
9,500（千円）＞ 6,000（千円） → 「返済原資が十分ある」と判断できる

【ポイント２】現在投資できる状況か？　次の投資チャンスはいつか？
負債
収益

●図2の事例で計算してみると………
今年 １年後 2年後 3年後 4年後

負債残高 千円 43,000 37,000 31,000 25,000 19,000
売上高 千円 35,000 35,000 35,000 35,000 35,000

売上高負債率 ％ 123 106 89 71 54
↑ ↑

100％を超え、赤字状態 60％を下回るまでに回復
投資する以前に利益確保が優先 投資チャンス到来!!

※なお、売上高は現状のままを維持できると仮定して計算した

【ポイント３】 投資金額はいくらまで可能か？
投資限界額 年金現価
（千円） 係数

※平均耐用年数が9年で、平均利子率が2.25
　の場合は「8.06571」である

●図2の事例で計算してみると………

9,500（千円）×8.06571 ＝ 76,624（千円）

　負債残高は1,900万円残っているので、差額の1,600万円程度が妥当な投資額の目安となる
※ただし、売上高負債率が100％を超えない妥当な限度額は売上高と同じ3,500万円である

×

売上高負債率 ＝ ×100（％）

（千円）＝ キャッシュ・フロー

年負債
償還額 ○
年負債
償還額 △
年負債
償還額 ×

図 3：減価償却費に着目した負債による投資の経済性


